
○「長沼町は住みよいと思うか」の問いに対し、
約8割が「住みよい」もしくは「まあまあ住み
よい」と肯定的な回答。

・10代・20代では肯定的な回答の割合が5割強
程度と低い。

・居住年が長くなるにつれて、肯定的な回答の
割合が増加。

町民アンケート（H22.1実施）結果の概要

◇調査目的
第５期長沼町総合振興計画の策定に資する基礎資料を得るとともに、町民の意識や意向を

把握することで、今後のまちづくりに反映させる。

◇調査方法
・調査対象：町内在住の18歳以上の方
・調査方法：「広報ながぬま」平成22年1月号と同時に各世帯へ配布、郵送で回収。
・調査時期：平成22年1月
・回収結果：配布数4,398 回収数1,261 回収率28.7％
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調査概要
※長沼町総合振興計画策定に係るもの（問6～問12）のみ
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○「今後とも長沼町で暮らしたいと思うか」の
問いに対し、約8割が「暮らしたい」と回答。

・10代・20代では「暮らしたい」が3割程度。
・年齢が高くなるにつれて、及び居住年が長く

なるにつれて、「暮らしたい」の割合が増加。

２．居住意向

○「他の市町村へ転出したい」
と回答した理由は、「買い物
が不便」が最も多く、回答者
の47.9％にあたる56名が選
択。

３．転出したい理由
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○「企業誘致など働く場づくり」
が最も多く、回答者の58.1%
にあたる690名が選択。

・30代では、「子育て支援体制
の充実」の割合が高い。

４．定住促進のための施策

○施策の満足度・重要度について、アンケート結果を指数化し分析。
※指数化の方法については、報告書P23を参照

満足度指数 上位5項目 満足度指数 下位5項目

５．各施策の満足度・重要度

項目 指数

1 公園・緑地の整備 0.89

2 衛生的な上下水道の整備 0.86

3 健康づくりを実施する対策の充実 0.53

4 景観に配慮したまちづくり 0.38

5 ごみの減量化とリサイクルの推進 0.37

項目 指数

1 企業誘致など雇用の確保 -0.62

2 バス交通網の整備 -0.30

3 商店街の振興 -0.28

4 商工業の振興 -0.17

5 地元中小企業の支援 -0.17



重要度指数 上位5項目 重要度指数 下位5項目

○満足度が低く重要度が高い項目が、施策の優先度として最も高いものとなる。
→「企業誘致など雇用の確保」、「健全な財政運営」が該当。

５．各施策の満足度・重要度（続き）

項目 指数

1 地域医療の充実 1.25

2 健全な財政運営 1.23

3 企業誘致など雇用の確保 1.07

4 災害に強い安全なまちづくり 1.06

5 高齢者福祉の充実 1.02

項目 指数

1 公園・緑地の整備 0.10

2 グリーン・ツーリズム事業の振興 0.26

3 景観に配慮したまちづくり 0.32

4 観光・レクリエーションの振興 0.45

5 高度情報化への対応 0.47

○「保健・福祉・医療などが
充実した安心して暮らせる
まち」が最も多く、回答者
の60.8%にあたる745名
が選択

・農家地区で「農業や観光な
ど地域資源を活かした特色
あるまち」の割合が高い。

６．望む町の将来像
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その他

（回答数）



○351名から、557件の意見
が寄せられた。

○意見の内容を分類し、集計し
た結果は右表のとおり。

○「効率的・効果的な行財政運
営」、「雇用対策の充実」、
「便利な交通網」、「商店街
の活性化」を求める意見等が
多い。

○意見数が多かった項目の主な意見
・町民の将来を見据えた、健全に節約されクリアな財政運営を行うこと。

・将来、子供たちが残るためには、働く場の確保（農業の保護なども含む）が重要だと
思う。

・難しいとは思いますが交通網をもっと充実させてほしいです。車を持たないと生活で
きないのが現状なので。

７．自由提案

意見数 意見数

124 45

道路 11 学校教育 13

除雪 15 学校の統廃合 15

公共交通機関 29 学習・文化・スポーツ振興 17

ゴミ収集 12 177

交通安全・防犯・防災 16 行財政 46

自然環境・景観 23 公共施設 37

その他 18 町民参加・行政区 13

80 職員 16

保健・医療 29 議会・議員 14

子育て支援 7 まちづくり 35

高齢者福祉 17 定住促進 16

町立病院 18 26

その他 9

105

農業 18

商工業 24

観光・グリーンツーリズム 17

雇用対策・企業誘致 39

その他 7

生活環境分野

保健・医療・福祉分野

分野・項目 分野・項目

産業分野

教育分野

行政運営分野

その他


